
令和４年度 ＯＡ小学校 情報活用能力育成 全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜情報活用能力と各教科等で育成を目指す資質・能力の関係＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜情報活用能力育成のための想定される学習内容と各教科等の学習内容の関係＞ 

 

＜外部人材等との連携＞ 

 

 

＜活用する情報機器や学習支援アプリ等＞ 

知識及び技能 

各教科の特性を生かした課題を設定

し、探究的な学習において、各教科等で身

に付けた資質・能力を生かしながら、情報

の整理・分析や考えのまとめ・表現につい

て学ぶ。（ロイロノートを活用して、思考

活動・交流活動を仕組む） 

思考力、判断力、

表現力等 

各教科において、ＩＣＴを活用して、主体

的・対話的で深い学びの視点からの学習を通

して、教科の見方・考え方を働かせ根拠や理由

が明確な考えをつくる思考・判断・表現等につ

いて学ぶ。 

プログラミングの体験を通して論理多

岐な考え方を学ぶ。 

学びに向かう力・

人間性等 

 情報を収集・整理・発信する活動を工夫

し、探究的な学習の過程に位置付け、学び

を自覚する振り返りを行う。 

 想定される学習内容 各教科等の学習内容 

基本的な操作等 
キーボード入力やインターネット上の情報の閲覧

など、基本的な操作の習得等に関するもの  等 

【国語】キーボード入力によって用いて日記・意見文などを書く。 

【各教科】学習の振り返りを、キーボード入力する。 

問題解決・探求に 

おける情報活用 

問題を解決するために必要な情報を集め、その情

報を整理・分析し、解決への見通しをもつことがで

きる等、問題解決・探究における情報活用に関する

もの  等 

【算数・理科・社会・総合的な学習】 

異なる複数の事柄をある観点から捉え、それらに共通点・相違点を見

いだす。物事を固定的なもの、確定的なものと考えず、絶えず考察の範囲

を広げる。 

プログラミング 

単純な繰り返しを含んだプログラムの作成や問題

解決のためにどのような情報を、どのような時に、

どれだけ必要とし、どのように処理するかといっ

た道筋を立て、実践しようとするもの  等 

【５年算数】正多角形 

【６年理科】私たちの生活と電気 

【５・６年総合】マイクロビットを使ったプログラミングの体験（高専と

の連携）ロボットを使ったプログラミングの体験（一般企業との連携）ド

ローンを使ったプログラミン体験 

情報モラル・情

報セキュリティ 

SNS、ブログ等、相互通信を伴う情報手段に関する

知識及び技能を身に付けるものや情報を多角的・

多面的に捉えたり、複数の情報を基に自分の考え

を深めたりするもの  等 

情報モラル等の指導内容を各学年に示し、各教科の学習内容と関連した

内容を、教科の指導の際に５～１０分程度行うようにする。 

＜児童・生徒の実態＞ 

・学年の発達段階や教育課程と関

連付けて、情報と情報技術を適切

に活用するための知識と技能を

おおむね身につけている。 

＜学校の教育目標＞ 

～志をもち、未来を切り拓く子どもの育成～ 

＜地域の実態＞ 

・各家庭に Wi-Fi が整備されてい

るが、通信費に負担をかけられな

い家庭もある。 

＜情報活用能力育成の目標＞ 

情報及び情報技術並びにプログラミングに関する知

識及び技能の習得、思考力、判断力、表現力等の育

成、学びに向かう力、人間性等の涵養を目指すととも

に、各教科等で学ぶ知識及び技能等をより確実に身に

付けることができるようにする。 

＜保護者・地域の願い＞ 

・ICT を活用した学習を推進して

ほしい。 

・正しい情報の取り扱いを理解し

て、安全に ICTを活用してほしい。 

＜教師の願い＞ 

・情報技術の利用における適切で

責任ある行動をとってほしい。 

・ICT 活用して、学力向上につな

げたい。 

・多忙感の解消。 

・タブレット端末 ・大型テレビ ・プロジェクター ・ロイロノート ・office３６５ ・学習ドリル  

・iPad ・プログラミング教材（マイクロビット・ドローン・MESH） ・３Dプリンター  

情報活用能力 各教科等の資質・能力 

ＩＣＴ支援員（環境整備・授業支援） 

 

 

 

 

地域コーディネーター（プログラミング授業支援） 

 

 

 

Ｏ市教育委員会（環境整備） 
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